
「市長と語る会」

東加積地区の主な提言等と回答 と　き：平成２２年１１月１８日（木）　１９：００～２１：００

ところ：東加積公民館（３２人参加）

提言等の項目 主　な　提　言　等 回　　答　　要　　旨

1 養鶏場建設計画

この問題は２年前から地元では問題となっていたが、いまさら
という感じがする。当時の業者の話では、市の生活環境課や
上下水道課に行って許可を得たので、地権者や地元と話を進
めにきたとのことだった。仲介に入っている不動産業者からも
同様の話を聞いており、地元ですったもんだがあったが市が了
解したことなので仕方がないと理解していたところに今回の騒
ぎであり、不信感をもっている。

市では当時から何度も業者に話を聞きに行っています。届出
の関係書類は本市に全く出てこないことから、魚津市に何度も
電話し話を聞きに行っており、書類が提出された時点で連絡を
欲しいと伝えてきました。また、県へも何度も出向いて話をしに
行っていたところです。市として計画を承諾したことは一切あり
ませんが、業者が独断かつ一方的に「市が計画を承諾した」こ
とにして市以外の関係者と話をしている節があり、業者に対す
る信頼性は全くもってないものと認識しています。

2
歩道整備（開地内、シ
バタの酒屋前）

町内から要望書を出してもらいたいとのことだが、どこに提出
すればよいのか。また、地元の要望書がなければ歩道整備を
してもらえないのか。用地提供についてはどうしても必要か。今
の道路幅で歩道をつけることは不可能なのか。

市長あるいは新川土木センター長あてに提出していただけれ
ばと考えています。地元からの想いをこめた要望書があると、
市としても要望するに当たって心強い限りです。用地提供に対
する地元の同意があれば、なお事業採択に向けて地元の強い
要望として県に伝えることができるものと考えています。一度現
地を確認したうえで、整備に関する素案をお示ししたいと思い
ます。

3 教育・教養

教育・教養がとても大事だと考えており、力をいれてほしいと考
えている。子どもたちにとっての小学校の６年間は人間形成に
大変重要な時期である。そこで、市の教育費の予算は他市と
比較して多いのか少ないのか。

教育費の予算は、類似団体と比較しても決して少ないことはな
いと考えています。ご意見等については、今後の参考にさせて
いただきます。

4
財務指標（職員数、ラス
パイレス指数）

市の数値が他市と比較しても割と良いので安心している。また
行政も頑張っていることを市民として感謝している。

ご意見を参考にしながら、引き続き職員一丸となって努力して
まいります。



提言等の項目 主　な　提　言　等 回　　答　　要　　旨

5
東加積地区の子どもた
ち

子どもたちが今後ものびのびと育ってほしいと願っている。この
地区は、水・山がきれいで住民の心が豊かである。行政には、
この子供たちの方へぜひ目を向けて力を注いでほしい。

東加積地区の子どもたちは挨拶が素晴らしく、野球などスポー
ツに関してもとても優秀な成績を残しています。これは、素晴ら
しい景観や自然溢れる環境、何より地域の皆さんの支えがあっ
てこそのものだと感じています。市では今後「子ども課」を設置
し、より子どもを生み育てやすい環境づくりのための様々な施
策を展開してまいります。ご意見等については、今後の参考に
させていただきます。

6
小型除雪機購入等の補
助申請

申請様式をもう少し簡単に簡素化してほしい。がんじがらめに
されるとせっかくの補助制度も使いづらい。購入後の除雪機の
維持管理や置き場所も問題である。また、雪の量が多い当地
区では、小型の除雪機では作業にも移動にも時間がかかり全
然間に合っていない。トラクターのアタッチメントは補助の対象
になっているのか。

地元にとって使い勝手のよい助成制度となるよう、申請様式の
簡素化についても内部で検討してまいります。町内によって
は、少し大きめのロータリーやホイルローダーを購入されるとこ
ろがあり、これまでに２２の町内会から申請が出てきてます。ト
ラクターにつけるアタッチメントについても補助対象となることか
ら、今後も補助制度を積極的にご活用いただきたいと思いま
す。

7 集団登校

熊対策として、親が子供を車で送迎している。朝はいいが、若
い共働き夫婦となると帰りも遅く迎えに行けない方も数名い
らっしゃると聞いている。来年度でいいので、ジャンボタクシー
などの借上げについて行政の方で検討していただきたい。

特に帰宅時の児童をどう守るかが問題であると認識しており、
ご意見等については、教育委員会にも伝えたうえで今後検討し
てまいりたいと思います。

8
防災行政無線による熊
情報

森野新町内では、共鳴して何を言っているのかさっぱり分から
ない時がある。何か工夫をしてほしい。熊情報を防災行政無線
で流して市民に周知することはいいことであり、今後も続ける
べきだと思う。

防災行政無線での案内のほか、携帯のメールを活用した「防
災メール」配信サービスを実施しています。これは、熊や気象
情報などの緊急情報を携帯にメールでお知らせするもので、登
録も簡単で無料となっています。このメール配信サービスの活
用もぜひお願いしたいと思います。


